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★
【
あ
じ
さ
い
】（
紫
陽
花
） 

 

ア
ジ
サ
イ
は
、
世
界
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
日
本
産

の
落
葉
低
木
で
、
初
夏
に
咲
く
代
表
的
な
花
木
で
す
。
丈

夫
で
育
て
や
す
く
、
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
れ
ば

鉢
植
え
で
も
庭
植
え
で
も
容
易
に
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ア
ジ
ア
、
北
ア
メ
リ
カ
に
約
４
０
種
類
が
分
布
す

る
低
木
で
、
日
本
に
は
約
１
０
数
種
が
あ
り
ま
す
。 

 
ア
ジ
サ
イ
の
名
前
は
藍
色
の
花
が
集
ま
る
と
い
う
意
味

の
「
あ
ず
さ
あ
い(

集
真
藍)

」
が
変
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
漢
字
表
記
に
用
い
ら
れ
る
「
紫
陽
花
」
は
、

唐
の
詩
人
が
別
の
花
に
付
け
た
名
で
、
平
安
時
代
の
学
者

が
こ
の
漢
字
を
あ
て
た
こ
と
か
ら
誤
っ
て
広
ま
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
属
名
の
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア
は
ギ
リ
シ
ア

語
の
ハ
イ
ド
ロ(

水)

と
ア
ン
ジ
ェ
イ
オ
ン(

容
器)

か
ら
な
り
「
水
の
器
」
「
水

が
め
」
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ジ
サ
イ
が
根
か
ら
非
常
に
水
を
よ
く

吸
う
か
ら
、
な
ど
諸
説
が
あ
り
ま
す
。
広
義
に
は
、
ア
ジ
サ
イ
属(

ハ
イ
ド
ラ

ン
ジ
ア
属)

の
う
ち
、
椀
状
や
円
錐
状
の
花
序
を
つ
け
る
植
物
の
総
称
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
種
は
日
本
に
自
生
す
る
「
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
」
で
、
椀

状
の
花
序
の
周
辺
だ
け
に
装
飾
花
が
咲
き
、
額
縁
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
装

飾
花
は
雄
し
べ
と
雌
し
べ
が
退
化
し
て
、
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
く
、
花
び
ら

に
見
え
る
の
は
「
が
く
」
で
す
。
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
の
中
の
部
分
が
両
性
花
で
、

雄
し
べ
と
雌
し
べ
を
持
ち
ま
す
。
一
般
に
ア
ジ
サ
イ
と
呼
ば
れ
る
「
手
ま
り

咲
き
」
は
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
の
両
性
花
が
す
べ
て
装
飾
花
に
変
化
し
た

も
の
で
す
。
大
き
な
装
飾
花
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
昆
虫
を
集
め
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花

色
は
、
土
壌
の
酸
性
度
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
近
年
人
気

の
、
「
カ
シ
ワ
バ
ア
ジ
サ
イ
」
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産

で
、
葉
が
落
葉
樹
の
カ
シ
ワ
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名

前
が
あ
り
ま
す
。
花
色
は
白
、
円
錐
状
に
咲
く
花
が
特

徴
的
で
す
。
真
っ
白
で
非
常
に
大
き
な
花
房
の
ア
メ
リ

カ
ノ
リ
ノ
キ
の
園
芸
品
種
「
ア
ナ
ベ
ル
」
も
、
装
飾
花

が
多
く
手
ま
り
状
に
な
り
、
花
房
は
直
径
３
０
ｃ
ｍ
に

達
し
ま
す
。 

 

育
て
方 

 

栽
培
環
境
：
耐
陰
性
も
あ
り
ま
す
が
、
花
つ
き
を
よ
く
す
る
に
は
日
当
た

り
の
よ
い
場
所
。
や
や
湿
り
気
の
あ
る
肥
よ
く
な
土
壌
を
好
み
ま
す
。 

水
や
り
：
庭
植
え
、
鉢
植
え
と
も
に
水
切
れ
に
は
注
意
し
ま
す
。 

肥
料
：
寒
肥
は
３
月
ま
で
に
堆
肥
な
ど
と
草
木
灰
を
混
ぜ
た
も
の
を
株
の

周
囲
に
施
し
、
開
花
前
の
５
月
ご
ろ
に
油
か
す
な
ど
を
施
し
ま
す
。 

作
業
：
花
つ
き
を
よ
く
す
る
た
め
、
７
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
に
花
が
ら

摘
み
と
合
わ
せ
て
、
今
年
伸
び
た
新
梢
の
芽
を
３
～
５
個
残
し
剪
定
。 

 

花
言
葉 

 

「
移
り
気
」「
辛
抱
強
い
愛
情
」「
元
気
な
女
性
」（
花
言
葉
事
典
よ
り
） 

（
参
考
：
趣
味
の
園
芸
、
ヤ
サ
シ
イ
エ
ン
ゲ
イ
、
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）  

 

 
 

   

そ
も
そ
も
「
土
」
と
は
、「
大
地
の
表
面

を
一
面
に
お
お
う
も
の
」。
だ
そ
う
で
す
が
、

土
壌
と
は
、
「
作
物
の
育
つ
田
や
畑
の
土
」

（
現
代
新
国
語
辞
典
よ
り
）
と
い
う
意
味

で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
土
」
は
「
土
壌
」

の
事
で
す
。
土
壌
の
性
質
は
、
次
の
３
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。「
①
物
理
性
、
②
化
学
性
、

③
生
物
性
」
で
す
。 

 

①
の
「
物
理
性
」
は
、
水
分
や
通
気
性
の
よ
し
あ
し
の
事
で
、

団
粒
構
造
と
い
う
、
土
壌
の
粒
子
が
小
さ
な
か
た
ま
り
を
形
成
し

て
い
る
構
造
だ
と
、
保
水
性
に
富
み
な
が
ら
排
水
性
・
通
気
性
も

よ
く
、
作
物
の
生
育
に
適
し
て
い
ま
す
。 

 

②
の
「
化
学
性
」
は
、
酸
度
や
養
分
の
量
で
、
多
く
の
植
物
は

弱
酸
性
が
好
き(

ｐ
Ｈ
５
．
５
～
６
．
５
）
で
す
が
、
サ
ツ
キ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
青
色
の
ア
ジ
サ
イ
は
酸
性
好
き
で
す
。 

 

★
【
サ
ル
ス
ベ
リ
】 

  

真
夏
の
暑
さ
の
中
で
、
次
々
と
花
を
咲
か
せ
、
花
色
は
白
、
ピ
ン
ク
、

紅
、
紅
紫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
花
び
ら
は
６
枚
で
フ
チ
が
強
く
波
打
ち
ま

す
。
新
梢
を
伸
ば
し
な
が
ら
枝
先
に
花
芽
を
つ
く
り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
次
々
と
開
花
し
ま
す
。
枝
の
生
育
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、「
百
日
紅
」

（
ひ
ゃ
く
じ
つ
こ
う
）
の
名
の
通
り
、
百
日
近
く
に
わ
た
っ
て
花
が
咲
き
続

け
ま
す
。
中
国
南
部
が
原
産
で
、「
百
日
紅
」
と
い
う
の
は
原
産
地
の
中
国

で
の
呼
び
名
で
す
。
日
本
に
や
っ
て
き
た
正
確
な
時
代
は
不
明
で
す
が
、
大

和
本
草(

１
７
０
８
年)

に
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
時
代
以
前
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。「
サ
ル
ス
ベ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
樹
皮
が
褐
色
で
所
々

は
が
れ
て
白
い
肌
が
あ
ら
わ
れ
、
縞
模
様
に
な
り
、

そ
の
樹
皮
の
は
が
れ
た
部
分
は
つ
る
つ
る
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、「
猿
も
滑
っ
て
落
ち
る
→
猿
滑
り
」
と

い
う
の
が
、
名
前
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
は
、
猿
は
簡
単
に
登
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
で
す
が
…
。
多
く
の
樹
木
は
、

６
～
８
月
に
か
け
て
花
芽
を
つ
け
、
次
年
度
に
開
花
、

結
実
さ
せ
ま
す
が
、
サ
ル
ス
ベ
リ
は
今
年
伸
び
た
枝
に

花
芽
が
で
き
、
同
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
開
花
し
ま

す
。
そ
の
た
め
冬
期
に
強
く
枝
を
剪
定
し
て
萌
芽
を
促

が
す
と
花
つ
き
が
よ
く
な
り
ま
す
。
真
夏
の
炎
天
下
で

も
元
気
に
咲
き
続
け
る
。
こ
の
花
の
生
命
力
に
あ
や
か

り
た
い
も
の
で
す
。 

 

花
言
葉 

「
雄
弁
」「
愛
敬
」「
活
動
」「
世
話
好
き
」（
花
言
葉
辞

典
よ
り
）  

（
参
考
：
趣
味
の
園
芸
、
ヤ
サ
シ
イ
エ
ン
ゲ
イ
、
ゑ
れ
き
て
る
） 

  

 

入
谷
朝
顔
ま
つ
り 

 
 

 
 

７
月
６
日
（
月
）
～
８
日
（
水
） 

台
東
区
入
谷
鬼
子
母
神
、
言
問
通
り 

 

東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド 

あ
じ
さ
い
園
「
ア
ナ
ベ
ル
の
雪
山
」 

 
 

６
月
６
日(

土)

～
７
月
１
０
日(

金) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド 

 

座
間
の
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り 

２
０
１
５  

８
月
１
３
日
（
木
）
～
８
月
１
８
日
（
火
）  

座
間
市
座
架
依
橋
北
側
・
南
側
な
ど 

 

ピ
ン
ク
の
ア
ジ
サ
イ
は
中
性
か
ら
弱
ア
ル
カ
リ
性
好
き
で
す
。
強
ア
ル
カ
リ

だ
と
根
か
ら
栄
養
を
吸
収
し
に
く
く
、
強
酸
性
だ
と
根
が
生
育
障
害
を
起
こ

し
ま
す
。
酸
性
を
中
和
す
る
た
め
に
石
灰
を
使
用
し
、
ア
ル
カ
リ
性
を
中
和

す
る
た
め
に
、
ピ
ー
ト
モ
ス
を
使
用
し
ま
す
。
季
節
の
花
に
登
場
し
た
、
ア

ジ
サ
イ
の
青
色
の
花
は
、
酸
性
土
壌
で
よ
く
発
色
す
る
の
で
、
硫
安
を
施
す

と
よ
く
、
赤
色
の
花
は
、
消
石
灰
や
苦
土
石
灰
を
施
し
中
性
か
ら
弱
ア
ル
カ

リ
性
に
す
る
と
よ
く
発
色
し
ま
す
。
た
だ
、
種
に
よ
っ
て
変
化
に
は
強
弱
が

あ
り
、
例
え
ば
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
は
酸
度
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
変
化
は
弱

く
、
一
概
に
す
べ
て
の
ア
ジ
サ
イ
に
当
て
は
ま
る
性
質
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

 

③
の
「
生
物
性
」
は
、
土
の
中
に
生
息
す
る
土
壌
微
生
物
や
ミ
ミ
ズ
や
昆

虫
な
ど
の
小
動
物
の
世
界
の
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
稲
ワ
ラ
（
有
機
物
）
を

土
の
中
に
入
れ
る
と
、
微
生
物
が
分
解

し
て
く
れ
、
ミ
ミ
ズ
が
耕
し
、
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
性
質
が

単
独
で
な
く
、
絡
み
合
っ
て
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
た
状
態
が
良
い
土
の
状
態
で

す
。
植
物
に
と
っ
て
の
良
い
土
と
は

「
水
は
け
が
い
い
、
通
気
性
が
い
い
、

保
水
性
が
い
い
、
保
肥
性
が
い
い
、
有

機
質
に
富
ん
で
い
て
見
た
目
が
き
れ

い
、
軽
す
ぎ
ず
重
過
ぎ
ず
、
酸
度
が
植

物
に
合
っ
て
い
る
」
と
い
う
事
で
す
。

水
を
含
ま
せ
た
土
を
水
が
し
た
た
る

程
度
に
強
く
握
り
、
指
で
軽
く
押
し
た

と
き
、
ぱ
ら
っ
と
く
ず
れ
る
土
が
良
い
土

で
す
。
握
れ
な
い
土
は
砂
系
で
保
肥
性
な

ど
が
悪
く
、
突
つ
い
て
も
崩
れ
に
く
い
土

は
粘
土
質
系
で
通
気
性
や
水
は
け
な
ど
が

悪
い
土
で
す
。 

土
は
、
植
物
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
支
え
と
な
り
、
植
物
に
と
っ
て
生
育
に
必

要
な
養
分
や
水
を
蓄
え
て
、
植
物
の
根
を
有
害
物
質
や
温
度
変
化
か
ら
守
り

ま
す
。
ま
さ
に
植
物
の
と
っ
て
の
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」「
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
」

「
用
心
棒
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

（
参
考
：
別
冊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
「
よ
く
わ
か
る 

土
・
肥
料
・
鉢
」
日

本
園
芸
協
会
。
野
菜
講
座
基
礎
編
テ
キ
ス
ト
、
住
友
化
学
園
芸
） 

コ
ラ
ム 

ミ
ソ
ハ
ギ
科 

サ
ル
ス
ベ
リ
属 

ア
ジ
サ
イ
科 

ア
ジ
サ
イ
属 

季
節
の
花 

情
報 

両性花 

装飾花 

物理性

水分や通気性

化学性

PH

生物性

微生物による

有機物の分解

土の軟らかさ 保肥力 

酸化・還元力 

地力 


